Accuracy change according to the number of learning samples for view-based pose estimation by Okugawa, Hiroyuki et al.
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画像の学習による姿勢推定手法の
学習サンプル数による精度変化の検討
画像の学習による姿勢推定
θ
パラメータθを変化させて
画像を取得
学習サンプル数削減による精度検討
画像の相関の検討
サンプル数9で精度が悪化の原因を検討
180度ずれたところで相関が高い
サンプル数9： 180度ずれたところ学習なし
→精度が悪い
相関が高い画像同士を
学習すべき
相関C i,j : i 度の画像と j 度の画像の類似度
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学習サンプル数[枚]
サンプル数減→精度：減 サンプル数減 → 精度：減 サンプル数減→精度：ほぼ一定
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学習
5度ずつ変化 72枚
10度ずつ変化 36枚
20度ずつ変化 24枚
・ ・ ・
120度ずつ変化 3枚
推定 新たな視点から撮影
推定結果
θ36
θ24
θ3
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精度：良
精度：悪
予想は本当か？
精度変化の検討
どんな変化？
学習サンプルセット
予想
予想通りの精度変化 サンプル数9で精度が悪化する サンプル数3でも精度を保つ
サンプル数8：180度ずれたところ学習あり
→精度が良い
θ72
学習サンプルセットと比較し推定
推定結果は異なる
